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第
３
回
定
例
会

　

平
成
23
年
第
３
回

定
例
会
は
、
９
月
７

日
か
ら
30
日
ま
で
の

24
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り

人
事
案
件
７
件
、
専

決
処
分
の
承
認
１
件
、

平
成
22
年
度
決
算
認

定
12
件
、
平
成
23
年

度
補
正
予
算
案
11
件
、

条
例
改
正
案
３
件
、

及
び
そ
の
他
の
議
案

１
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年

度
継
続
費
精
算
報
告

等
の
報
告
案
件
が
８

件
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問

で
は
８
人
の
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応

や
考
え
を
問
い
た
だ

し
ま
し
た
。

平成 22 年度各会計決算は全会一致で認定された

■平成22年度各会計歳入歳出決算 (単位：千円)

会　　計　　名 歳　入 歳　出

一般会計 219億8491万8 207億8515万4

特別会計 114億9323万7 108億2020万8

国民健康保険 55億8314万0 52億2331万5

後期高齢者医療 3億9323万6 3億8615万5

老人保健 1474万2 905万7

介護保険(保険事業勘定) 27億3062万7 26億4849万1

介護保険（介護サービス事業勘定) 443万3 194万9

公共下水道事業 17億4962万1 16億8085万3

農業集落排水事業 4億2654万1 4億1112万8

下古山土地区画整理事業 7316万3 7094万0

石橋駅周辺土地区画整理事業 3990万8 3873万6

仁良川地区土地区画整理事業 4億7782万6 3億4958万4

企業会計 9億1430万1 11億1208万7

水道事業
収益的収支　 8億5306万6 6億7463万9

資本的収支 6123万5 4億3744万8

※千円未満四捨五入

※水道事業会計の資本的収支で不足する額は、損益勘定留保資金等
　から補てんしました。

９月７日～９月７日～3030日（日（2424日間）日間）９月７日～９月７日～3030日（日（2424日間）日間）９月７日～30日（24日間）

第３回第３回第３回第３回第３回平成23年

下野市議会定例下野市議会定例会
平成23年

下野市議会定例下野市議会定例会
平成23年

下野市議会定例会

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計

ほ
か
11
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
、
９
月
８
日
に
行
わ

れ
た
本
会
議
に
て
、
会
計

管
理
者
を
初
め
と
し
た
執

行
部
か
ら
内
容
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
代
表
監
査
委

員
か
ら
決
算
審
査
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
13
日
に
行
わ
れ

た
本
会
議
に
お
い
て
総
括

質
疑
を
行
い
、
各
議
員
か

ら
質
疑
を
行
っ
た
後
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

各
常
任
委
員
会
で
細
部
ま

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
最
終
日
の
30

日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
審
査
結
果
報

告
が
な
さ
れ
、
表
決
の
結

果
、
す
べ
て
の
会
計
が
全

会
一
致
で
認
定
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
平
成
2222
年
度
決
算
を
認
定

年
度
決
算
を
認
定
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会

　

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市

税
は
89
億
２
４
７
７
万
円

を
徴
収
し
ま
し
た
が
、
前

年
度
よ
り
１
億
９
６
４
５

万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
長
引
く
景
気

低
迷
の
あ
お
り
を
受
け
、

個
人
市
民
税
が
大
幅
に
落

ち
込
み
、
法
人
税
は
持
ち

直
し
た
も
の
の
、
市
税
全

体
で
は
前
年
度
を
下
回
り

ま
し
た
。
市
税
は
歳
入
全

体
の
40
・
６
％
を
占
め
、

繰
越
金
等
を
合
わ
せ
る
と
、

自
主
財
源
は
50
・
９
％
と

な
り
、
か
ろ
う
じ
て
半
分

以
上
は
自
前
で
確
保
で
き

ま
し
た
。

　

雇
用
情
勢
等
も
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
国
の
方
針
も

不
透
明
さ
が
増
す
中
、
歳

入
の
確
保
に
は
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。

　

歳
出
は
道
の
駅
の
建
設

や
地
域
活
性
化
臨
時
交
付

金
事
業
等
に
よ
り
、
決
算

額
は
２
０
７
億
８
５
１
５

万
４
千
円
（
前
年
度
比
２
・

６
％
増)

と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
35
億
７
８
１

４
万
５
千
円(

歳
出
総
額

の
17
・
２
％)

で
、
議
員

定
数
減
や
職
員
給
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
５

８
８
万
１
千
円
の
減(

前

年
度
比
０
・
４
％
減)

と
な

り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
26
億
９
３
０

８
万
６
千
円
で
、
子
ど
も

手
当
等
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
９
億
５
０
９
万
３
千

円
増(

前
年
度
比
50
・
６
％

増)

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
20
億
８
３
２

７
万
９
千
円(

歳
出
総
額

の
10
％)

で
、
前
年
度
よ

り
２
億
９
０
９
２
万
８
千

円
減(

前
年
度
比
12
・
３
％

減)

と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
33

億
１
６
６
７
万
４
千
円
で
、

道
の
駅
建
設
や
小
学
校
改

修
で
前
年
度
よ
り
３
億
１

４
１
２
万
５
千
円
増(

前

年
度
比
10
．
５
％
増)

と

な
り
ま
し
た
。

歳入総額
219億8491万8
( 単位：千円 )

歳出総額
207億8515万4
( 単位：千円 )

自主財源自主財源
111億9618万4111億9618万4
(50.9％)(50.9％)

義務的経費義務的経費
83億5451万083億5451万0
(40.2％)(40.2％)

人件費人件費
35億7814万535億7814万5
(17.2％)(17.2％)

扶助費扶助費
26億9308万626億9308万6
(13.0％)(13.0％)

物件費物件費
30億8096万730億8096万7

(14.8％)(14.8％)

補助金等補助金等
24億6774万524億6774万5

(11.9％)(11.9％)

繰出金繰出金
20億352万720億352万7

(9.6％)(9.6％)

その他その他
15億6030万3(7.5％)15億6030万3(7.5％)

公債費公債費
20億8327万920億8327万9
(10.0％)(10.0％)

普通建設事業費等普通建設事業費等※※

33億1810万233億1810万2
(16.0％)(16.0％)

その他経費その他経費
91億1254万291億1254万2

(43.8％)(43.8％)

投資的経費投資的経費
33億1810万233億1810万2
(16.0％)(16.0％)

市税市税
89億2477万089億2477万0
(40.6％)(40.6％)

国県支出金国県支出金
37億9882万437億9882万4

(17.3％)(17.3％)

地方交付税地方交付税
33億2650万833億2650万8

(15.1％)(15.1％)

市債市債
25億7670万025億7670万0

(11.7％)(11.7％)

その他依存財源
10億8670万2

(5.0％)

繰越金
11億146万0
(5.0％)諸収入

5億4391万2
(2.5％)その他自主財源

6億2604万2(2.8％)

依存財源依存財源
107億8873万4107億8873万4

(49.1％)(49.1％)

行政用語解説
■自主財源

市税や市の施設の使用

料など市が独自で調達

するお金。

■依存財源

地方交付税や国県支出

金など国や県から市に

入ってくるお金。

■義務的経費

人件費など支出するこ

とが制度的に義務付け

られている経費。

■投資的経費

建物や道路の整備など

の経費で、その支出の

効果が長期にわたって

持続するもの。

  

歳　

入

  

歳　

出

平成22年度

グ
ラ
フ
で
見
る

一
般
会
計
決
算

※普通建設事業費等…普通建設事業費 33億1667万 4 千円と災害復旧費 142万 8 千円。
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平
成
22
年
度
決
算

は
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
合
併
特
例
債
、
算
定

替
の
交
付
税
に
よ
り
２
２

０
億
円
と
ぜ
い
た
く
な
内

容
と
思
う
。
ま
た
、
監
査

委
員
か
ら
の
意
見
書
を
受

け
市
長
の
感
想
は
ど
う
か
。

本
市
の
し
っ
か
り

と
し
た
施
策
が
評

価
さ
れ
、
交
付
税
措
置
さ

れ
予
算
に
反
映
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。
監
査

委
員
か
ら
の
指
摘
の
外
部

委
託
に
つ
い
て
は
、
職
員

で
で
き
る
も
の
は
部
局
間

な
ど
の
連
携
を
取
り
実
施

し
た
い
。
ま
た
、
補
助
金

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

補
助
団
体
を
精
査
し
見
直

し
を
行
う
。

　

本
市
の
状
況
は
現
在
で

も
、
新
規
事
業
、
継
続
事

業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開

し
て
い
る
が
、
改
め
て
検

証
し
、
総
合
計
画
の
後
期

計
画
で
精
査
し
て
い
く
。

市
税
収
入
が
年
々

減
少
し
て
い
る
要

因
は
何
か
。

市
税
の
う
ち
約
44

％
が
市
民
税
、
約

50
％
が
固
定
資
産
税
で
あ

る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
企
業
の
業
績
悪
化
が

続
い
て
お
り
、
採
用
を
控

え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

団
塊
の
世
代
の
退
職
な
ど

に
よ
り
納
税
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
が
、
市
民
税
が

減
少
し
て
い
る
要
因
と
考

え
る
。
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
地
価
公
示
価
格

が
下
が
る
と
予
測
を
し
て

お
り
、
今
後
減
少
す
る
と

考
え
て
い
る
。

市
民
税
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、

収
入
未
済
額
と
不
能
欠
損

額
を
合
わ
せ
る
と
大
き
な

額
に
な
る
。
未
収
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
の
景
気
の
状

況
な
ど
か
ら
納
付

が
困
難
と
な
り
未
収
が
増

加
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
未
収
を
減
ら
す
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
、

ま
た
、
特
別
徴
収
班
に
よ

る
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

市
で
差
し
押
さ
え
た
物
件

は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
出
品

し
換
価
し
て
い
る
。
ほ
か
、

預
金
、
生
命
保
険
の
解
約
、

給
与
な
ど
の
税
務
調
査
を

行
い
、
今
後
と
も
さ
ら
に

徴
収
努
力
を
す
る
。

市
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

現
在
も
旧
３
町
に

分
か
れ
て
開
催
し
て
い
る

が
、
合
併
６
年
目
を
迎
え
、

市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
、
統
合
す
る
考
え
は

な
い
か
。お

祭
り
の
よ
う
な

地
域
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
地
域
ご
と
の
性
質
が

違
う
た
め
、
協
議
の
場
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
の
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
統
合
で
き

る
も
の
と
で
き
な
い
も
の

を
見
極
め
検
討
す
る
。

総 括 質 疑総 括 質 疑
　平成22年度決算審査において、

本会議で交わされた質疑内容を

抜粋してお知らせします。

問

問

答

答問

答問答

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳　

入

　

市
税
収
入
は
全
体
で
前

年
度
よ
り
も
減
収
と
な
っ

た
。
市
全
体
の
徴
収
率
は
、

県
内
全
市
と
比
較
す
る
と

高
い
水
準
で
あ
る
が
、
さ

ら
な
る
徴
収
努
力
を
望
む
。

ま
た
、
収
入
未
済
額
に
つ

い
て
は
、
事
業
内
容
に
つ

い
て
市
民
の
理
解
を
得
、

未
収
金
額
の
減
少
に
努
力

さ
れ
た
い
。

歳　

出

①
各
種
業
務
委
託
等
の
契

約
に
つ
い
て
、
委
託
の
意

義
や
成
果
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
外
部
チ
ェ
ッ
ク

機
関
を
活
用
す
る
な
ど
、

機
能
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
市
補
助
金
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
や
経
理
内
容
を

よ
く
把
握
し
、
根
拠
や
算

定
基
礎
に
つ
い
て
十
分
確

認
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
補

助
金
全
体
の
見
直
し
を
さ

れ
た
い
。

③
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

現
庁
舎
の
今
後
の
あ
り
方

や
行
政
機
能
の
再
配
置
に

つ
い
て
全
体
像
を
速
や
か

に
検
討
し
公
表
さ
れ
た
い
。

④
計
画
的
に
取
得
し
た
用

地
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
い
。
特
に
（
仮

称
）
薬
師
寺
セ
ン
タ
ー
用

地
や
三
王
山
市
有
地
に
つ

い
て
、
早
急
に
利
用
計
画

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

⑤
国
分
寺
跡
・
薬
師
寺
跡

は
児
童
生
徒
の
学
習
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
市
の
観

光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ

た
い
。

⑥
合
併
算
定
替
終
了
時
期

を
見
据
え
た
財
政
運
営
執

行
の
た
め
、
経
常
経
費
を

い
か
に
削
減
す
る
か
が
重

要
で
あ
る
。
全
庁
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

⑦
職
員
の
公
金
不
適
正
管

理
と
い
う
事
件
が
発
生
し

た
。こ
れ
は
、
内
部
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
不
備
に
よ
る
も

の
な
の
で
、
公
金
管
理
に

つ
い
て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止

を
徹
底
さ
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
水
道
水
の
停
止
が
な

か
っ
た
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
る
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
水
道
水
の
放

射
能
汚
染
が
引
き
続
き
不

安
な
状
況
下
に
あ
る
。
本

市
の
水
道
水
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
な
検
査
に
よ
っ
て

安
全
性
が
証
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
、
広
く
市

民
に
広
報
い
た
だ
き
た
い
。

早
急
に
市
有
地
の
利
用
計
画
を
明
ら
か
に

代表監査委員代表監査委員
決算審査意見決算審査意見
代表監査委員代表監査委員
決算審査意見決算審査意見

決算審査報告をする
瀧沢代表監査委員

第
３
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定
例
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将
来
負
担
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
に

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
報
告

第
３
回
定
例
会

会

期

日

程

９
月

７
日　

本
会
議
【
開
会
】

　
　

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決)

８
日　

本
会
議

(

議
案
の
説
明)

９
日　

本
会
議

(

一
般
質
問)

12
日　

本
会
議

　

(

一
般
質
問)

13
日　

本
会
議

　
　

(

議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託)

14
日　

教
育
福
祉

　
　
　

常
任
委
員
会

(

付
託
議
案
審
査)

20
日　

経
済
建
設

　
　
　

常
任
委
員
会

(

付
託
議
案
審
査)

22
日　

総　
　

務

　
　
　

常
任
委
員
会

(

付
託
議
案
審
査)

30
日　

本
会
議
【
閉
会
】

　
　

(

委
員
長
報
告
、
表
決)

　

平
成
22
年
度
各
会
計
決

算
に
係
る
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
が
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
健
全

化
判
断
比
率
の
す
べ
て
の

数
字
が
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
基
金

へ
の
積
み
立
て
等
の
影
響

に
よ
り
、
将
来
負
担
比
率

は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
実

質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

も
昨
年
度
よ
り
良
好
な
指

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
も
、
資
金
不
足
は
生

じ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
市
の
財

政
は
健
全
化
に
向
か
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
が
、
今

後
も
財
政
健
全
化
に
向
け

て
の
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

平
成
22
年
度
市
出
資
法

人
経
営
状
況
報
告

　

本
市
が
出
資
し
て
い
る

次
の
３
法
人
の
平
成
22
年

度
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
財
団
法
人

下
野
市
農
業
公
社

■
株
式
会
社

道
の
駅
し
も
つ
け

■
財
団
法
人

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

平
成
22
年
度
下
野
市

継
続
費
精
算
報
告
書

　

一
般
会
計
の
継
続
費
と

し
て
計
上
し
て
い
た
４
事

業
が
平
成
22
年
度
を
も
っ

て
完
了
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
施
行
令
の
規
定
に

よ
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

（
損
害
賠
償
額
の
決
定
）

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
道
路
破
損
ま
た
は

事
故
に
よ
る
車
両
等
の
損

害
賠
償
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
し
た
こ
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
賠
償
金
額

は
２
件
合
わ
せ
て
19
万
１

４
９
７
円
で
し
た
。

平
成
23
年
度
下
野
市
教
育

委
員
会
点
検
評
価
報
告

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
に
お
け
る
下
野
市
教

育
委
員
会
点
検
評
価
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
報
告

大盛況の道の駅しもつけ

■財政健全化判断比率及び資金不足比率の状況

項　　　　　　　　目 22 年度 21 年度 20 年度
早期健全化基準

または
経営健全化基準

健全化判断比率

実 質 赤 字 比 率 － － － 12.9％

連 結 実 質 赤 字 比 率 － － － 17.9％

実 質 公 債 費 比 率 10.1％ 12.1％ 13.9％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 － 9.3％ 28.5％ 350.0％

資 金 不 足 比 率

水 道 事 業 － － － 20.0％

公 共 下 水 道 事 業 － － － 20.0％

農 業 集 落 排 水 事 業 － － － 20.0％

下古山土地区画整理事業 － － － 20.0％

石橋駅周辺土地区画整理事業 － － － 20.0％

仁良川地区土地区画整理事業 － － － 20.0％

※赤字を生じていない等の理由により「該当なし」の場合は「－」表記

実質公債費比率… 市の借金の返済金が税などの一般財源に占める割合。

　　　　　　　　低いほうが望ましい。

将来負担比率…将来負担の大きさを示す指標。低いほうがよい。
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平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
４
号
及

び
第
５
号
）
、
９
特
別
会

計
補
正
予
算
案
、
及
び
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
案

が
提
出
さ
れ
、
左
の
と
お

り
す
べ
て
全
会
一
致
で
可

決
（
一
般
会
計
第
４
号
は

承
認
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て
は
、

７
月
８
日
付
け
で
専
決
処

分
し
た

も
の
を

承
認
し

ま
し
た
。
専
決
処
分
の
理

由
は
、
11
月
６
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
全
国
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
の
会
場

と
な
っ
て
い
る
南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー
を
早
期
改
修

す
る
必
要
が
あ
り
、
緊
急

の
た
め
臨
時
議
会
を
招
集

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
普
通
交
付

税
の
増
額
、
平
成
22
年
度

決
算
に
伴
う
繰
越
金
等
の

確
定
、
各
特
別
会
計
の
精

算
に
よ
る
繰
入
金
の
補
正

が
計
上
さ
れ
、
歳
出
に
お

い
て
は
、
各
基
金
積
み
立

て
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
対
象
市
道
整
備
事

業
、
戦
略
作
物
生
産
拡
大

関
連
基
盤
緊
急
整
備
事
業
、

仁
良
川
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
等
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度

決
算
に
伴
う
繰
越

金
等
の
額
の
確
定

に
伴
う
歳
出
調
整

の
予
算
計
上
と
な

り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、

配
水
管
布
設
後
の

路
面
復
旧
工
事
費

が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
23
年
度
補
正
予
算
を
可
決

■平成23年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　　　計　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計(第４号) 1070万0 203億4834万0

一般会計(第５号) 7億7992万6 211億2826万6

特別
会計

国民健康保険 5982万4 53億9780万0

後期高齢者医療 708万0 3億9642万6

介護保険(介護サービス事業勘定) 3487万5 27億8927万5

介護保険(保険事業勘定) 137万3 472万8

公共下水道事業 5351万7 17億991万6

農業集落排水事業 1186万4 4億6148万7

下古山土地区画整理事業 162万3 4756万1

石橋駅周辺土地区画整理事業 224万2 3175万6

仁良川地区土地区画整理事業 6247万2 5億4893万0

企業
会計

水道事業
資本的収入 600万0 8300万0

資本的支出 2100万0 5億163万1

■一般会計補正予算の主な支出 （単位：千円）

事　　　　業　　　　名 予　算　額

南河内体育センター修繕工事 1070万0

財政調整基金積立金 4700万0

減債基金積立金 2億0000万0

庁舎等整備基金積立金 3億0000万0

児童扶養手当事業 1470万8

がん対策事業 1625万6

予防接種事業 1397万6

地籍調査事業 1030万0

戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業 2647万4

下野市ガイドブック作成委託料 1777万0

社会資本整備総合交付金対象市道整備事業
（石2－22号線整備事業）

3700万0

仁良川地区土地区画整理事業特別会計繰出金 2898万0

非常備消防事務費 1217万1

人人
事事

■人権擁護委員候補者の推薦

　委員１人が平成23年12月31日をもって任期満了と

なるため、新たに右の１人を人権擁護委員の候補者

として推薦しました。 ( 全会一致 )

　６人の委員が平成23年10月24日をもって任期満了

となるため、右の６人の委員の選任に同意しました。

なお、委員の任期は、委嘱の日から２年間となります。

( 全会一致 )

政治倫理審査会委員
６人を選任

■下野市政治倫理審査会委員の選任

氏 名 住　　　所 新・再

市
いち

　村
むら

　充
みつ

　章
あき

埼玉県上尾市大字瓦葺 再任

田
た

　中
なか

　民
み

樹
き

子
こ

小山市駅東通り３丁目 再任

大
おお

久
く

保
ぼ

　芳
よし

　雄
お

下野市駅東一丁目 再任

鈴
すず

　木
き

　　　勇
いさむ

下野市駅東六丁目 再任

遠
えん

　藤
どう

　孝
たか

　夫
お

下野市石橋 再任

松
まつ

　本
もと

　光
みつ

　晴
はる

下野市緑三丁目 新任

■人権擁護委員候補者の推薦

氏 名 住　　　所 新・再

諏
す

　訪
わ

　　　守
まもる

下野市柴 新任

繰
越
金
等
の
額
の
確
定
に
伴
う
歳
出
調
整
を
計
上

第
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下
野
市
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

　

南
河
内
児
童
館
に
併
設

し
て
い
る
下
野
市
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
の
は

な
を
、
隣
接
し
て
い
る
下

野
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
内
へ
移
転
し
ま
す
。

（
全
会
一
致
）

下
野
市
学
童
保
育
室

条
例
の
一
部
改
正

　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

た
祇
園
小
学
童
保
育
室
の

児
童
数
減
少
に
伴
い
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
南
河
内
児
童

館
学
童
保
育
室
に
統
合
す

る
た
め
、
祇
園
小
学
童
保

育
室
を
廃
止
し
ま
す
。
ま

た
、
石
橋
北
小
学
校
の
敷

地
内
に
石
橋
北
小
学
童
保

育
室
を
新
た
に
建
築
し
た

の
で
、
石
橋
北
小
学
校
校

舎
内
か
ら
移
転
し
ま
す
。

（
全
会
一
致
）

下
野
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対

象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
に
、

死
亡
し
た
者
の
死
亡
当
時

に
お
い
て
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
兄
弟
姉
妹
を
加

え
ま
し
た
。
（
全
会
一
致
）

土
地
の
購
入
に
つ
い
て

　

県
営
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
江
川
・
五
千
石

地
区
公
園
用
地
と
し
て
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

の
た
め
、
次
の
と
お
り
議

決
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

条
例
条
例

そ
の
他

そ
の
他

■学童保育室及び地域活動支援センターの位置の変更

名　　　　称 位　　　　置

祇園小学童保育室
廃止

（南河内児童館学童保育室に統合）

石橋北小学童保育室
上古山１９２２番地

（石橋北小学校敷地内）

下野市地域活動

支援センターなのはな

緑三丁目５番地１

（下野市生涯学習情報センター内）

新築した石橋北小学童保育室

■土地の取得契約

取得財産 土 地 (創設換地 )

所 在 地
県営経営体育成基盤整備事業江川・五千石地区地内

（吉田西小学校の約300メートル西側）

所得面積 １万 9523平方メートル

取得価格 5856 万 9 千円

契 約 の

相 手 方

下野市田中681番地1

南河内土地改良区　理事長　黒川英代

皆様のご要望を市議会にお知らせください
　市議会に要望はありませんか。市民の皆様のご要望等につ

いて、市議会へ要望書を提出して議会で話し合ってもらう制

度があります。

　紹介議員があるものを請願といい、紹介議員がないものを

陳情といいます。

①必ず書面で作成してください。

②提出年月日を記載してください。

③ 請願（陳情）者の住所及び氏名を記載し、押印してく

ださい。

④ 請願の場合は、１人以上の紹介議員の氏名を本人直筆

で記載し、押印してください。（陳情の場合は不要 )

⑤ 題名を記載してください。（紹介議員がいる場合は請

願、いない場合は陳情としてください）

⑥ 請願（陳情）の要旨及び理由を明記してください。内

容は簡潔に、わかりやすく記載してください。

⑦ 資料等（グラフ・表・地図・図面等）があれば添付し

てください。

　請願・陳情は文書にて定例会開会日の14日前までに直

接議会事務局までご提出ください。

　ただし、郵送での提出は不可とします。

請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た
委員会における審査のようす

例
平成　年　月　日

下野市議会議長あて

　　　　　　　請願（陳情）者 

　　　　　　　　　　　住所 

　　　　　　　　　　　氏名 ㊞
　　　　　　　紹介議員氏名 ㊞

○○○に関する請願（または陳情）

（要旨及び理由） 

 

第
３
回
定
例
会
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仁
良
川
土
地

区
画
整
理
の

調
整
池
に
つ
い
て
、

第
一
工
区
で
は
区
画

整
理
地
内
で
な
け
れ

ば
許
可
に
な
ら
な
い

と
の
こ
と
で
区
画
整

理
地
内
に
設
置
さ
れ

た
。
第
二
工
区
で
は

議
会
へ
の
説
明
が
な

い
ま
ま
区
画
整
理
地

外
に
設
置
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
方
針

が
変
わ
っ
た
理
由
を

伺
う
。

第
二
工
区
の
調
整

池
と
江
川
五
千
石

地
区
に
新
た
に
設
置
す
る

親
水
公
園
の
位
置
が
近
く

事
業
費
を
抑
え
た
い
と
考

え
、
昨
年
度
か
ら
県
と
協

議
を
し
て
い
た
。
県
は
区

画
整
理
地
内
に
設
置
が
原

則
だ
が
、
場
所
が
近
い
と

の
こ
と
で
同
意
を
い
た
だ

い
た
。
事
業
の
変
更
経
緯

を
議
会
に
説
明
す
べ
き
だ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

石
橋
中
学
校
区
を

モ
デ
ル
と
し
て
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
具

体
的
な
内
容
を
伺
う
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
学
習
支

援
、
部
活
動
支
援
、
登
下

校
の
安
全
確
保
、
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
教
育
だ
け
で

な
く
社
会
教
育
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
る
が

ど
う
か
。学

校
教
育
か
社
会

教
育
か
割
り
切
れ

な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、

今
後
連
携
し
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

○
委
員
会
の
意
見

　

児
童
、
生
徒
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
全

体
で
学
校
教
育
を
支
援
す

る
た
め
に
学
校
と
地
域
と

の
連
携
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
」
が

推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

今
の
社
会
情
勢
等
を
考
慮

す
れ
ば
、
学
校
教
育
に
限

ら
ず
、
社
会
教
育
ま
た
は

生
涯
学
習
の
充
実
も
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。

経済
建設
仁
良
川
区
画
整
理
に
お
い
て
調
整
池
設
置
の
方
針
が
変
わ
っ

た
理
由
を
伺
う

常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

各常任委員会の審査状況を報告します

問

答

教育
福祉
昨
今
の
社
会
情
勢
を
考
察
す
れ
ば
、
社
会
教
育
の
充
実
が
必

要
不
可
欠

南河内庁舎南側に設置された第一工区の調整池

問答

答

問

教育福祉常任委員会経済建設常任委員会

委

員

会

報

告
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総務

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
薬
師
寺
支
所
跡
地
利
用
に
つ

い
て

総務

わ
が
ま
ち
自
慢
推
進
事
業
交
付
金
の

内
訳
に
つ
い
て
伺
う

経済
建設
石
橋
地
区
の
石
綿
管
工
事
期
間
は
あ

と
ど
れ
く
ら
い
か

教育
福祉
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
貸
与
事
業
の
利

用
状
況
と
具
体
的
な
成
果
は

更地になっている JAうつのみや薬師寺支所跡地

総務常任委員会

わ
が
ま
ち
自
慢
推

進
事
業
交
付
金
の

内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
魅
力
を
効

果
的
に
発
信
す
る

た
め
、
道
の
駅
の
商
品
開

発
、
案
内
板
の
作
成
及
び

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

に
お
け
る
石
橋
地

区
の
石
綿
管
の
工
事
は
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
完

了
す
る
の
か
。

旧
石
橋
町
の
市
街

地
以
外
で
約
９
・

６
㎞
が
残
っ
て
い
る
。
平

成
27
年
度
中
に
完
了
さ
せ

た
い
。

お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
や
身
体
的
弱
者
を

対
象
に
安
否
確
認
シ
ス
テ

ム
を
貸
与
し
て
い
る
が
、

利
用
状
況
と
成
果
を
伺
う
。

一
人
暮
ら
し
高
齢

者
は
約
３
千
人
で
、

う
ち
利
用
者
は
94
人
で
あ

る
。
利
用
者
は
セ
ン
サ
ー

を
持
っ
て
お
り
、
体
調
が

悪
く
な
っ
た
場
合
に
セ
ン

サ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

委
託
業
者
か
ら
消
防
署
に

連
絡
が
入
り
、
消
防
署
員

が
駆
け
つ
け
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
の
お
か
げ
で
一
命
を

と
り
と
め
た
事
例
は
年
に

10
件
ほ
ど
あ
り
、
今
の
と

こ
ろ
１
０
０
％
の
救
命
率

で
あ
る
。

監
査
委
員
か
ら
Ｊ

Ａ
薬
師
寺
跡
地
利

用
計
画
を
出
す
よ
う
に
と

あ
り
、
補
正
予
算
で
調
査

費
を
計
上
し
て
何
に
つ
い

て
調
査
す
る
の
か
。

現
地
は
あ
る
程
度

把
握
し
て
い
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

つ
く
れ
る
か
、
そ
の
概
算

経
費
の
算
出
を
行
い
、
構

想
を
つ
く
る
た
め
の
委
託

を
行
う
。

問問

問

答

答

答

問答

議 会 の 動 き
８月
９日　埼玉県入間市議会視察来庁

（水道料金の基本水量廃止について）

　　　小山広域保健衛生組合議会全員協議会

　　　小山広域保健衛生組合議会臨時会

12日　議会改革調査特別委員会

　　　県南６市議会議長会議員研修会（足利市）

　　　県南６市議会議長会議（足利市）

31日　議会運営委員会

　　　議員全員協議会

９月
７～30日　第３回定例会

２日　小山広域保健衛生組合議会会議

30日　議員全員協議会

　　　議会広報特別委員会

10月
11日　議会広報特別委員会

12日　千葉県富里市議会視察来庁

（保健センターとゆうゆう館について）

12・13日　全国市議会議長会研究フォーラム

（青森県青森市）

17日　県南公設地方卸売市場事務組合議会

18日　議会改革調査特別委員会研修会

（議会基本条例について）

21日　議会広報特別委員会

24日　関東市議会議長会第１回理事会

28日　小山広域保健衛生組合議会定例会

　　　小山広域保健衛生組合議員説明会

31日　栃木県市議会議長会議（真岡市）

　　　栃木県市議会議長会議員研修会（真岡市）

　　　議会広報特別委員会

委

員

会

報

告
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　第３回定例会では、８人の議員が市政に対　第３回定例会では、８人の議員が市政に対
し、一般質問を行いました。質問と答弁の内し、一般質問を行いました。質問と答弁の内
容を要約してお知らせします。紙面の都合に容を要約してお知らせします。紙面の都合に
より、内容の掲載は１人につき１件とし、ほより、内容の掲載は１人につき１件とし、ほ
かの質問事項は項目のみ掲載しております。かの質問事項は項目のみ掲載しております。
　詳しい内容が知りたい方は、会議録をご覧　詳しい内容が知りたい方は、会議録をご覧
ください。ください。

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館　・石橋図書館　・国分寺図書館

歩道が設置されていない県道小山・下野線（柴地内）

県
道
小
山
・
下
野
線
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

県
と
歩
調
を
合
わ
せ
関
係
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
力
す
る

現
在
の
県
道
小
山
・

下
野
線
（
３
３
９
号

線
）
は
歩
道
が
な
く
、
歩
行

者
・
自
転
車
は
側
溝
の
ふ
た

の
上
を
通
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
危
険
極
ま
り
な
い
。

県
道
の
交
通
量
の
増
加
に
伴

い
、
歩
道
の
な
い
小
金
井
駅

東
の
市
道
も
危
険
に
な
る
。

旭
ケ
丘
交
差
点
か
ら
小
山
市

ま
で
の
新
設
道
路
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
地
主
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
た
め
か
、
県

は
説
明
会
を
打
ち
切
り
、
予

算
も
計
上
し
て
い
な
い
。
交

通
量
が
増
え
る
県
道
、
住
宅

地
を
迂
回
路
す
る
歩
道
の
な

い
駅
東
一
丁
目
の
安
全
対
策

は
。

市
長　

旧
国
分
寺
町

の
区
画
整
理
事
業
で
、

整
備
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

事
業
の
熟
度
が
達
せ
ず
中
止

と
な
っ
た
。
県
に
対
し
、
道

路
事
業
と
し
て
整
備
を
要
望

し
平
成
19
年
に
一
部
調
査
に

着
手
し
た
が
、
関
係
者
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
事

業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
小

山
地
区
の
整
備
が
進
め
ば
交

通
量
が
増
加
し
、
さ
ら
に
危

険
な
状
況
に
な
る
。
市
と
し

て
も
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

関
係
者
に
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
す
る
。

髙 橋 芳 市 議員

１ . 県道小山・下野線の市の対応

について

問問
答

答

10
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公園内いたるところでの放射線量測定が望まれる

市内３カ所に点在する市立図書館

放
射
能
、
要
望
場
所
を
測
定
で
き
な
い
か

　

定
点
以
外
で
も
測
定
を
行
っ
て
い
く

「
行
財
政
改
革
」
類
似
施
設
の
統
廃
合
を

　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る

市
で
は
放
射
能
の
空

間
線
量
を
測
定
・
公

表
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の

生
活
環
境
を
網
羅
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、
保
護
者
や
妊

婦
、
孫
を
あ
ず
か
る
世
代
の

漠
と
し
た
不
安
に
こ
た
え
切

れ
て
い
な
い
。
何
ら
か
の
対

応
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

３
庁
舎
、
５

保
育
園
、
小
・
中
学

校
で
計
測
し
、
公
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
園
98
か
所
に

お
い
て
も
測
定
を
行
っ
た
。

数
値
は
低
い
が
、
低
線
量
被

曝
の
不
安
に
こ
た
え
る
意
味

で
は
、
定
点
以
外
で
も
測
定

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

地
面
付
近
や
雨
ど
い

等
を
は
か
り
た
い
場

合
は
、
自
分
で
線
量
計
を
買

っ
て
調
べ
よ
と
い
う
こ
と
か
。

市
民
生
活
部
長　

線

量
計
に
つ
い
て
は
、

取
り
扱
い
が
難
し
い
部
分
が

あ
る
の
で
、
貸
し
出
し
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

各
庁
舎
で
の
測
定
は
午
後
２

時
な
の
で
、
希
望
が
あ
れ
ば
、

空
い
て
い
る
午
前
中
に
貸
し

出
す
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

旧
３
町
か
ら
運
営
の

３
図
書
館
、
23
年
度

予
算
は
約
１
億
４
千
万
円
。

運
営
方
式
の
見
直
し
を
。

市
長　

民
間
委
託
や

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図

る
。
ま
た
、「
図
書
館
協
議
会
」

に
「
図
書
館
の
管
理
運
営
の

あ
り
方
」
を
諮
問
し
、
協
議

を
進
め
見
直
し
を
行
い
た
い
。

旧
３
町
か
ら
運
営
の

入
浴
施
設
人
口
６
万

人
に
お
風
呂
３
つ
は
必
要
か
。

統
廃
合
の
考
え
は
。

市
長　

一
概
に
費
用

対
効
果
、
行
財
政
改

革
の
視
点
の
み
で
論
じ
る
べ

き
で
は
な
い
。
長
年
地
域
に

お
い
て
果
た
し
て
き
た
貢
献

を
検
証
し
、
各
施
設
の
得
意

と
す
る
機
能
を
特
化
す
る
こ

と
が
重
要
。
今
定
例
会
に
調

査
研
究
費
と
し
て
補
正
予
算

を
計
上
し
た
。
①
ふ
れ
あ
い

館
は
プ
ー
ル
で
道
の
駅
と
連

携
を
図
る
。
②
き
ら
ら
館
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
活
用

で
市
民
健
康
づ
く
り
。
③
ゆ

う
ゆ
う
館
は
温
浴
施
設
の
充

実
で
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
を
生
か

し
た
施
設
と
し
て
有
効
利
用

が
図
れ
る
よ
う
結
論
を
出
す
。

磯辺香代 議員

１ . 地域防災計画の改定と放射線

量測定について

塚原良子 議員

１ .旧３町で運営の類似施設の統廃合
２ . デマンドバス等市民への交通サービ
スについて

３ .“一般廃棄物処理基本計画等策定業
務”委託からみた基本計画等の委託の
あり方について

４ . リサイクルセンター建設用地買収の
進捗状況は

問

問

問

問

問

問

答
答

答

答
答

答

一

般

質

問
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平成27年度までに整備完了予定の市道石1008号線(上古山地内)

南河内第二中学校体育館で行われた小中学校音楽祭

宇
都
宮
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
急
げ

　

平
成
24
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着
手
し
た
い

都
市
機
能
の
充
実
に
向
け
て
文
化
会
館
の
建
設
を

　

財
政
的
課
題
・
事
業
の
熟
度
等
を
勘
案
す
る

県
道
安
塚
・
雀
宮
線

と
、
県
道
鹿
沼
・
石

橋
線
を
結
ぶ
市
道
石
１
０
０

１
号
線
の
整
備
進
捗
状
況
を

伺
う
。

市
長　

本
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
境
界

確
認
・
現
況
測
量
な
ど
の
委

託
費
８
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。
整
備
区
間
は
約
６
０
０

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
県
営

針
ヶ
谷
地
区
土
地
改
良
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
当
該
路

線
の
整
備
を
進
め
る
。

市
道
石
１
０
０
８
号

線
は
宇
都
宮
市
針
ヶ

谷
地
区
と
下
野
市
上
古
山
地

区
を
結
ぶ
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
道
路
で
あ

る
が
整
備
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
に
地

元
懇
談
会
と
境
界
確

認
・
現
況
測
量
を
行
い
、
針
ヶ

谷
地
区
の
幅
員
６
メ
ー
ト
ル

に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と

で
了
解
を
い
た
だ
い
た
。
今

年
度
整
備
区
間
１
５
０
メ
ー

ト
ル
の
用
地
測
量
・
道
路
詳

細
設
計
な
ど
を
実
施
し
、
平

成
24
年
度
か
ら
用
地
買
収
に

着
手
し
、
合
併
特
例
債
期
限

の
27
年
度
ま
で
に
事
業
完
了

の
予
定
で
あ
る
。

新
市
庁
舎
は
平
成
27

年
度
完
成
の
予
定
だ

が
、
当
市
の
財
政
力
を
勘
案

す
る
と
、
二
兎
を
追
っ
て
も

財
政
の
持
続
可
能
性
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
意

味
か
ら
も
、
「
文
化
会
館
」

の
建
設
を
視
座
に
入
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

市
民
の
文
化

活
動
を
支
援
し
、
質

の
高
い
芸
術
文
化
鑑
賞
の
場

と
し
て
、
文
化
会
館
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
昨
年
９

月
に
開
催
さ
れ
た
下
野
市

小
・
中
学
校
音
楽
祭
、
本
年

１
月
の
市
民
音
楽
祭
に
は
多

く
の
市
民
が
集
ま
り
、
市
民

の
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ
を

改
め
て
認
識
し
た
。
昨
年
度

開
催
さ
れ
た
市
民
懇
話
会
の

な
か
で
も
文
化
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、

多
く
の
委
員
が
文
化
会
館
の

建
設
を
望
ん
で
い
た
。
文
化

会
館
の
建
設
は
、
本
市
に

と
っ
て
は
大
変
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
今
年
度

に
策
定
す
る
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
事
業

の
熟
度
・
緊
急
性
等
を
十
分

に
議
論
し
、
方
向
性
を
見
出

し
て
ま
い
り
た
い
。

髙 山 利 夫 議員

１. 宇都宮市へのアクセス道路の

　整備を急げ

２. 犬・猫の去勢・避妊手術の助

　成金を

野 田 善 一 議員

１. 都市機能の充実に向けて

２. 街路樹や都市公園の緑の保全

　について

問

問

問

問

答
答

答

答
答

問 一

般

質

問
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学校においての放射線量測定のようす

下
野
市
の
経
済
対
策
を
伺
う

　

各
種
支
援
制
度
の
充
実
に
向
け
調
査
研
究
す
る

小
・
中
学
校
の
放
射
線
量
の
測
定
状
況
は

　

週
１
回
の
測
定
を
実
施
し
て
い
る

畜
産
農
家
支
援
に
保

証
料
の
補
助
を
考
え

て
い
る
の
か
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
建
設
費
補
助
対
象
者
へ

の
条
件
緩
和
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長　

畜
産
農
家
に

対
す
る
保
証
料
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
調
査
に
入

り
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建
設
費
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

期
間
の
目
標
年
次
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
評
価
を

行
い
、
平
成
24
年
度
以
降
に

つ
い
て
の
本
事
業
の
継
続
や

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

地
元
の
雇
用
対
策
に

つ
い
て
施
策
は
。

市
長　

本
市
で
は
、

平
成
23
年
か
ら
24
年

ま
で
の
２
か
年
限
定
で
、
雇

用
対
策
と
し
て
下
野
市
雇
用

奨
励
交
付
制
度
を
設
置
し
、

正
規
雇
用
へ
の
奨
励
と
し
て

年
間
１
人
当
た
り
最
高
20
万

円
、
１
事
業
主
当
た
り
最
高

１
０
０
万
円
を
正
規
雇
用
へ

の
奨
励
と
し
て
交
付
し
て
い

る
。
ま
た
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
放
射

線
の
測
定
状
況
は
。

市
長

 

す
べ
て
の
小
・

中
学
校
で
週
１
回
、

放
射
線
量
の
測
定
を
行
い
、

結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
測

定
は
、
校
庭
中
央
で
午
前
８

時
に
小
学
校
は
地
上
50
㎝
、

中
学
校
は
地
上
１
ｍ
で
測
定

す
る
こ
と
と
定
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
た
。
８
月
29

日
に
開
催
し
た
臨
時
校
長
会

に
お
い
て
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
た
測
定
方
法
を
指

示
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

周
知
・
徹
底
を
図
っ
た
。

子
ど
も
を
被
曝
か
ら

守
る
た
め
教
室
に
冷

房
装
置
の
設
置
を
。

市
長　

学
校
施
設
の

安
全
・
安
心
を
基
本

に
何
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か

を
十
分
精
査
し
、
計
画
的
に

進
め
、
冷
房
装
置
が
設
置
さ

れ
て
い
る
他
の
学
校
施
設
の

検
証
を
行
い
、
発
電
装
置
と

あ
わ
せ
、
大
規
模
改
造
事
業

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
空

調
の
導
入
の
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

大 島 昌 弘 議員

１. 下野市の経済対策を伺う

２. 下野市の来年度予算の方針を

　伺う

目 黒 民 雄 議員

１. 放射線量の測定状況は。 また、

　これからの取り組みについて

問

問

問

問

問

答
答

答

答
答

答

問一

般

質

問

ビニールハウス建設費補助継続が望まれる
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※１　外国語指導助手 (ALT)…小中学校などの英語の授業で日本人教師を補助する外国人
※２　チームティーチング…複数の教師が協力して教育指導にあたる方式

学級担任とチ－ム・ティーチングで指導するＡＬＴ(緑小）

学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
業
務
委
託
は
適
正
か

　

今
後
、
よ
り
よ
い
契
約
形
態
を
検
討
す
る

業
務
委
託
の
外
国
語

指
導
助
手
（
Ａ

※
１

Ｌ
Ｔ)

と
直
接
雇
用
の
日
本
人
英
語

指
導
助
手
の
役
割
は
ど
う
異

な
る
の
か
。
チ

※
２

ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
指
導
で
は
、

教
科
担
当
教
員
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
業
務
委
託

契
約
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
直
接

連
携
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

偽
装
請
負
に
な
り
か
ね
な
い
。

十
分
な
教
育
的
効
果
を
期
待

し
て
、
直
接
雇
用
な
ど
別
な

契
約
形
態
と
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　

外
国
人
Ａ

Ｌ
Ｔ
は
中
学
校
と
小

学
校
高
学
年
を
、
ま
た
、
日

本
人
英
語
指
導
助
手
は
教
員

経
験
の
あ
る
方
で
あ
り
、
打

ち
合
わ
せ
が
よ
り
重
視
さ
れ

る
小
学
校
の
低
・
中
学
年
を

担
当
し
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

の
連
携
策
と
し
て
、
市
内
統

一
の
年
間
指
導
計
画
と
担
任

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
役
割
分
担
を

示
し
た
授
業
案
を
作
成
し
、

授
業
予
定
表
と
共
に
会
社
を

通
じ
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
送
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
学

校
活
動
日
に
は
担
当
教
員
と

の
授
業
に
つ
い
て
の
確
認
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
行

の
業
務
委
託
契
約
は
指
示
、

命
令
に
係
る
課
題
が
あ
り
、

よ
り
よ
い
契
約
形
態
を
検
討

す
る
。

村 尾 光 子 議員

１. 学校における外国語指導助手

　業務委託は適正か

２. 学校給食調理業務委託方式は

　万全か

問問
答

答

おしえて !?
議会用語

～第５回～

Dr. シモツ
ケの

ＱＱ

ＡＡ

ＱＱ

ＡＡ

議会用語というのは難しいのう。

そんな疑問にワシがわかりやす

く解説していくぞい。

　市議会と市執行部
との関係について、よ

くわからないんだけど。

　じゃあ、市議会と市長、
どっちの立場が上なの？
やっぱり市長なのかな。

　市では市民が安心して快適に

暮らしていけるようさまざまな

仕事を行っているんじゃが、市

政には市民の意見が反映されな

ければならないんじゃ。 

　そこで市民が選挙で代表者を

選び、市政の運営を委ねている

形になっておる。この代表者に

は、市政を実際に執行する市長

と、市政を監視し、その方針や

施策の決定をする議員で構成す

る市議会の２つがある。この

ような働きから市長を執行機
関、市議会を議決機関という

んじゃよ。

　市議会と市長は互いに独立し

た対等な関係にある。お互い

に抑制し、均衡を保ち、ともに

市民生活の向上ために活動して

いるんじゃよ。

Dr. シモツケ

一

般

質

問
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第３回委員会のようす

本
会
議
で
行
政
視
察
の
報
告
を
確
認

本
会
議
で
行
政
視
察
の
報
告
を
確
認

本
会
議
の
録
画
放
映
は
新
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
る

議会改革調査
特別委員会

議会改革調査特別委員会研修会

議会基本条例についてを学ぶ
10月18日　市役所国分寺庁舎

議
会
改
革
調
査

　

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
は
、
議
会
機
能

の
あ
り
方
、
組
織
構
成

及
び
報
酬
等
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
研
究
を

目
的
と
し
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
審
議
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

傍
聴
者
へ
の
一
般
質
問

通
告
書（
コ
ピ
ー
）は
配

布
せ
ず

　

本
会
議
に
お
け
る
一
般

質
問
通
告
書
の
傍
聴
者
へ

の
コ
ピ
ー
配
布
に
つ
い
て
、

前
回
の
審
議
で
は
「
配
布

す
べ
き
」と
「
今
の
ま
ま
で

よ
い
」
と
の
意
見
が
半
々

で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
表

決
を
行
っ
た
。
表
決
の
結

果
、
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」

が
多
数
と
な
り
、
今
ま
で

ど
お
り
一
覧
表
の
み
を
配

付
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
会
議
の
録
画
放
映
は

新
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ

て
提
案

　

本
会
議
を
録
画
放
映
す

る
た
め
に
か
か
る
費
用
概

略
は
、
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、

モ
ニ
タ
ー
等
を
設
置
す
る

想
定
で
、
買
い
取
り
の
場

合
は
工
事
費
を
含
め
１
４

５
０
万
円
、
リ
ー
ス
の
場

合
は
月
額
約
30
万
円
、
年

額
約
３
６
０
万
円
に
な
る

と
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。
費
用
が
高
額
で
あ

る
た
め
、
平
成
27
年
に
完

成
予
定
の
新
庁
舎
に
設
置

す
る
よ
う
、
議
会
か
ら
提

案
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
会
議
で
行
政
視
察
の

報
告
を
確
認

　

こ
れ
ま
で
議
会
だ
よ
り

の
み
の
報
告
で
あ
っ
た
各

委
員
会
の
行
政
視
察
報
告

に
つ
い
て
、
報
告
書
を
委

員
長
が
作
成
し
、
本
会
議

で
委
員
長
が
報
告
し
、
ま

た
、
視
察
前
に
は
委
員
会

で
研
修
内
容
の
検
討
、
視

察
後
に
は
委
員
会
で
執
行

部
と
協
議
を
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

第
３
回
委
員
会

９
月
13
日

　

講
師
に
全
国
市
議
会
議

長
会
法
制
参
事
の
廣
瀬
和

彦
氏
を
迎
え
、
①
議
会
基

本
条
例
の
理
念
、
②
議
会

基
本
条
例
制
定
過
程
、
③

議
会
基
本
条
例
制
定
の
留

意
点
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研

修
会
を
行
っ
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
意
義

は
、
議
会
の
活
性
化
と
充

実
の
た
め
に
議
会
運
営
に

関
す
る
事
項
及
び
情
報
公

開
並
び
に
住
民
参
加
を
基

本
と
す
る
こ
と
を
定
め
た

条
例
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

平
成
18
年
に
北
海
道
栗
山

町
議
会
が
全
国
で
初
め
て

制
定
し
、
22
年
に
は
95
市
、

全
自
治
体
で
は
１
６
７
団

体
で
議
会
基
本
条
例
が
制

定
さ
れ
、
現
在
で
も
ふ
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
は
議
会
改
革
を

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段

で
あ
り
、
目
的
で
は
な
い
。

他
市
に
お
け
る
先
進
的
な

議
会
改
革
を
条
例
に
盛
り

込
み
、
条
例
の
制
定
を
契

機
と
し
て
議
会
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
ま
た
条
例
策
定
の
過

程
に
お
い
て
は
、
基
本
条

例
の
理
論
の
研
究
及
び
検

討
課
題
の
設
定
、
先
進
地

の
事
例
研
究
、
住
民
と
議

会
と
の
考
え
方
が
か
け
離

れ
な
い
よ
う
に
、
意
見
交

換
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
条
例
制
定

後
は
、
住
民
へ
の
広
報
活

動
と
対
を
な
す
住
民
か
ら

の
議
会
に
対
す
る
要
望
を

聞
く
た
め
の
議
会
報
告
会

の
開
催
が
必
要
と
の
こ
と
。

　

報
告
会
の
場
所
や
回
数
、

担
当
す
る
議
員
の
編
成
な

ど
十
分
な
協
議
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、

議
員
一
人
一
人
の
質
の
向

上
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
強
く
感
じ
る
有
意
義

な
研
修
会
だ
っ
た
。

講義をする廣瀬和彦先生
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第４回定例会第４回定例会

1212月月７７日日㈬㈬
開会予定開会予定

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
。

•
見
や
す
い　

•
普
通　

•
見
に
く
い

②
印
象
に
残
っ
た
記
事
は
何
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
可
）

•
平
成
22
年
度
決
算
を
認
定

•
そ
の
他
第
３
回
定
例
会
の
記
事

•
委
員
会
審
査
報
告

•
市
政
を
た
だ
す
一
般
質
問

•
お
し
え
て
!?　

議
会
用
語

•
議
会
改
革
調
査

　
　
　

特
別
委
員
会
の
記
事

•
編
集
後
記

③
ご
意
見
・
感
想
を
自
由

　

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
感
想
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
平
成
22
年

度
決
算
審
査
が
中
心
で
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
代
表
監
査

委
員
か
ら
は
平
成
22
年
度

の
決
算
審
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７

カ
月
、
原
発
事
故
・
集
中

豪
雨
・
２
度
の
大
型
台
風

の
襲
来
等
で
日
本
全
土
が

未
曾
有
の
災
害
を
受
け
ま

し
た
。
「
が
ん
ば
ろ
う
日

本
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全

世
界
の
人
た
ち
が
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
な
か
、

私
た
ち
も
被
災
地
の
１
日

も
早
い
復
興
に
向
け
て
、

日
本
人
と
し
て
絆
を
大
切

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
応
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
、
こ
れ

か
ら
も
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
髙
山
利
夫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

小
谷
野
晴
夫

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
山　

利
夫

塚
原　

良
子

髙
橋　

芳
市

大
島　

昌
弘

次
号（
第
23
号
）は
２
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

議会を傍聴してみませんか？
　次回、平成 23 年第４回定例会は、12 月７日㈬　次回、平成 23 年第４回定例会は、12 月７日㈬
の開会を予定しております。の開会を予定しております。
　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所
国分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しくだ国分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しくだ
さい。その際、備え付けの受付票に住所・氏名さい。その際、備え付けの受付票に住所・氏名
を記入し、受付箱に投函していただきます。を記入し、受付箱に投函していただきます。
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詳しい日程は決定次第、市ホームページ

でお知らせいたします。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp
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